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要約 

「話すこと」に社会的関心が高まっているが，日本の中学生や高校生の話す力が全くと言

って言いほど向上していないのが現状である。日本人が話せない原因分析から，日本人が話

す力を養うために必要な指導につい考察する。さらに，これらの指導を効果的なものにする

には練習の場を増やすことが必要不可欠であり，そのためには帯活動によるスピーキングの

指導が有効である。 
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Ⅰ はじめに 

文部科学省が行った「平成 29 年度英語教

育改善のための英語力調査」によると，中学

３年生と高校３年生の英語力は次の通りであ

る。 

中学３年生では，CEFR（外国語の学習，教

授，評価のためのヨーロッパ言語共通参照枠）

の A1 レベル（最も低いレベル）以上の割合

が「聞くこと（29.1％）」「話すこと（33.1％）」

「読むこと（28.8％）」「書くこと（46.8％）」

となった。また高校３年生では，CEFR の A2

レベル以上の割合が「聞くこと（33.6％）」「話

すこと（12.9％）」「読むこと（33.5％）」「書

くこと（19.7％）」となった。中高ともに，目

標の 50％には，４技能すべて達していない。

特に，高校段階での「話すこと」と「書くこ

と」の指導がうまくいっていないことが浮き

彫りとなる結果となった。 

この報告書の中で特筆すべきなのは，次の

報告である。 

現行の学習指導要領で示されている，「聞

いたり読んだりしたことに基づき，情報や

考えなどについて，話し合ったり意見の交

換をしたり」するなどの統合的な言語活動

を行っている学校の方が，生徒の「話すこ

と」「書くこと」の得点が高いだけでなく，

「聞くこと」「読むこと」の得点も高い。 

つまり，１つの技能に特化した指導よりも，

４技能を統合的に指導した方が，結果的には

全ての技能の底上げにつながるということで

あろう。 

これまで，日本の学校教育の現場では，大

学入試や日常生活でも必要性が低い「話すこ

と」「書くこと」が軽視されてきたことは否定

できず，この２つの技能のポイントが低いの

は当然である。しかし，大学入試でも「話す

こと」「書くこと」への重要性が高まり，入試

科目に入りつつあることから，少しずつでは

あるが，「話すこと」「書くこと」が普段の授

業でも重視されつつある。とは言え，その回

数はまだまだ少なく，満足いく状態からはほ

ど遠い。ここでは，このような現状を打破す

べく，私の日頃の授業実践を踏まえて，「話す

こと」「書くこと」を日々の授業で気軽に取り

入れるための「帯活動」に焦点を当てて考え

たい。 

 

Ⅱ 日本人はなぜ話せないのか？ 

日常的に英語を話すことが必要でない環境

にあるのだから，英語を使うのが苦手な人が

多いのは言うまでもないが，原因はこれだけ

にとどまらない。「英会話」に関する書籍だけ

でなく，インターネットを検索すると，「日本

人が英語を話せない理由」を山のように見つ

けることができる。ここでは，日本の一般的

な中学生や高校生が話せない原因に絞って考



えることにする。 

①言いたいことが相手に伝わるだろうか，間

違えないでうまく話せるだろうか，など話

す前から不安になって話せない。 

②そもそも相手の英語が聞き取れず，会話に

ならない。 

③日本語の影響で英語がうまく発音できず，

相手に言いたいことが伝わらない。 

④日本語は英語と言語構造が全く異なるので，

日本語で思考して英語に直すという作業に

時間がかかり，話せない。 

⑤説明したり，自分の考えを明確な言葉で伝

えたりする練習をしていないために，言い

たいことがすぐに思い浮かばない。また，

英語の論理に沿った話を展開できない。 

⑥英語での会話練習を積んでいないために，

相手の話すことに即時に対応できず，沈黙

したり，流暢さが下がったりする。 

 

他にも様々な原因を挙げることができるだ

ろうが，これらの原因を大別すると，次の４

つに集約できる。 

 

(1) 日本語と英語の言語的な違い 

話すべき内容について，英語で表現するた

めの語彙や表現や文法が分からないから話せ

ない。これは，ライティングでも同じことが

言えるが，スピーキングの観点に絞れば，音

声面での違いが大きな壁となって，相手の話

すことが理解できない，または自分の言いた

いことが相手に理解してもらえない，という

事態に陥っている。 

(2) 日本人と欧米人の思考法の違い 

あるトピックに対して自分の意見を求めら

れたとき，自分の意見が言えない。これは，

福嶋(2019)でも指摘したように，自由英作文

が書けない原因と全く同じである。これまで，

人前で自分の意見を根拠とともにはっきり述

べる，という経験を積んでいないことが大き

な原因である。この点については，ライティ

ングと絡めた指導が必要である。 

(3) 日本人と欧米人の話すことへの意識の

違い 

個人の性格も大きく影響するが，概して生

徒は間違えることに対して臆病であり，話す

声が小さくなったり，話すのをやめたりして

しまう傾向が強い。「間違えても大丈夫」とい

う雰囲気づくりや，相手が助けてくれるとい

う安心感を身につけさせたい。 

(4) スピーキングとライティングの違い 

口頭で相手に伝えるか，紙で相手に伝える

かという違いだけにとどまらない。最大の違

いは，スピーキングでは状況に応じて即時に

対応しなければならないということである。

「英語が書ける」と「英語が話せる」は必ず

しもイコールではない。 

 

Ⅲ 日本人に必要なスピーキングの指導 

スピーキングと言っても，スピーチやプレ

ゼンテーションのように，ライティングに近

いものから，２人以上での会話，複数人によ

るディスカッションやディベートのようなも

のまで，形式はさまざまである。ここでは，

インタラクション，つまり，話し言葉による

２人以上でのコミュニケーションに焦点を当

てて，スピーキングの指導について考えたい。 

ライティング（自由英作文）と同様，次の

指導がまず必要である。 

 

(1) 内容や構成に関する知識を与える。 

(2) 語彙や表現や文法に関する知識を与える。 

(3) 話すべき事柄（アイディア）を出す工夫

をする。 

(4) インタラクションに対する心理的ハード

ルを下げる工夫をする。 

(5) フィードバックの与え方を工夫する。 

 

ただし，ライティングと異なり，次の３点

の指導も必要である。 

 

(6) 音声に関する知識を与えて練習する。 

英語には日本語にはない音韻要素があるた

めに，日本人には聞き取れない音や音のつな

がりがいくつかある。それが連続して出現す

ると，理解が難しくなる。逆に，日本人特有

の随所に母音が入る発音や平坦なイントネー

ションがコミュニケーションの妨げとなるこ

とも多い。また，生徒の場合，声が小さすぎ

て会話が成立しないことも多い。 

音声面で特に注意したいのは，個々の単語



の発音よりは，単語と単語をつなげて発音す

る際に生じる，リエゾン（音のつながり）や

リダクション（音の弱化や脱落），イントネー

ション（抑揚），リズムである。相手の言うこ

とが聞き取れない原因の多くは，こうした英

語独特の音声に習熟していないことにある。 

スピーキングの際，教科書に付属の音声を

利用した発音練習に加えて，いくつかの工夫

が必要である。声の大きさに関しては，生徒

同士のペア学習で互いに意識させるのがよい。

発音指導に関しては，生徒同士では難しいの

で，教員との会話練習の中で発音を矯正する

ことが望ましい。私が勤務する学校ではオン

ライン英会話を取り入れている。これは，一

人一人にパソコンを用意し，オンライでフィ

リピンのネイティブ講師と週１回，約３０分

間会話するというものである。このような環

境であれば，講師が一人一人の発音指導を行

ってくれるので，発音の上達が速い。そうで

ない場合，教員との１対１の会話練習をでき

るだけ多く取り入れ，発音指導することが必

要である。ただし，あまりにも発音を矯正し

過ぎると生徒はかえって話さなくなるので，

特に気になる点にとどめるのがよいだろう。 

(7) 意味交渉のための知識を与えて練習する。 

インタラクションでは，必ずしも意思疎通

がスムーズに行われるとは限らない。英語非

母語話者の場合，相手の言うことが聞き取れ

なかったり，自分の言いたいことがうまく言

えなかったりして，不完全な文のやりとりが

頻繁に起きたり，繰り返しや言い淀みが多く

なる。このようなとき，スピーキングでは，

ジェスチャーを使って自分の発言を補ったり，

相手の発言に対して質問したりすることで，

コミュニケーションがスムーズに進むように

互いに協力することができる。このような意

味交渉のための指導が英語非母語話者には必

要である。 

(8) 即応性を身につける練習をする。 

教科書の対話文通りにインタラクションが

進むことはまずない。例えば，「海外旅行英会

話フレーズ集」のようなものをよく見かける

が，How can I get to the nearest station?を

完璧な英語で言えたとしても，Go straight 

along this street, and turn right at the third 

corner.のような，フレーズ集通りの答えが得

られる可能性はまずない。英語で質問できて

も，最寄り駅に着けなければ何の意味もない。

相手の英語が聞き取れないときや，思い通り

の答えが得られないときに，地図を活用した

り質問をしたりするなど，臨機応変な対応が

できなければならない。そのために必要な知

識や技能を身につけて，繰り返し練習する必

要がある。 

 

Ⅳ 帯活動のすすめ 

インタラクションを伴うスピーキングには

相手が必要であるから，他の３技能以上に授

業で練習する機会をできるだけ多く作る必要

がある。とは言うものの，中高で実際に英語

を指導していると，行事等で授業が思うよう

に確保できないことが多く，教科書の理解で

終始してしまうことが少なくない。「スピーキ

ングの指導まで手が回らない」というのが教

員の本音ではないだろうか。現在の教員の多

くはスピーキングの授業を受けた経験がほと

んどなく，どのように指導すればよいか分か

らず，後回しにしてしまっているというのも

大きな要因の一つであろう。 

そこで，毎授業５分から１０分のスピーキ

ング活動なら，必要な学習にあまり影響を与

えずに続けられるのではないだろうか。たと

え短い時間であれ，毎時間続けることは練習

の場を増やすことにつながり，コミュニケー

ション能力を養うことにつながる。ただし，

「５分間自由に会話をしましょう」とだけ指

示してもうまくいかない。最初は，教科書の

対話文をもとに練習するレベルから始め，

徐々に自由度を高めた活動へと移行するとい

った，段階的な指導が必要であろう。 

まず，よくある帯活動を大別してみよう。 

 

①インタビュー形式 

互いがもつ情報ギャップを埋める形式。 

例えば，What do you like?という質問をして，

表を完成させるといった活動である。解答欄

をビンゴにするなど，ゲーム的な要素を加え

ることもある。 

②ロールプレイ形式 

与えられた会話文を，それぞれの役になり



きって練習する形式。教科書の会話文のよう

に，１００％原稿があるものから，役とトピ

ック以外，話の内容を全て自分たちで考える

というものまで，レベルはさまざまである。 

③モノローグスピーチ形式 

自分の考えや感想を伝える形式。スピーチ

やプレゼンテーションのように，インタラク

ションを伴わないものもあるが，インタラク

ションの中で，どちらかが主になってより多

く話す活動を指す。３人以上のグループで活

動することもできる。教科書を題材として，

内容理解を進めたり発展させたりする場合，

この形式の活動から始めることが多い。 

④ディスカッション形式 

モノローグスピーチをもとに，互いの意見

や感想を交換し，さらに議論を深める形式。 

最初は，I think so, too.や I don’t think so.を

理由とともに述べることから始まり，徐々に

自由度を増していけばよい。ある程度意見や

感想がまとまれば，全体でのスピーチやプレ

ゼンテーションにつなげることもできる。 

⑤ディベート形式 

３人以上が集まって，意見や感想を交換し，

さらに議論を深める形式。あるトピックに対

して賛成派と反対派に分かれて討論すること

が多い。 

 

１学期は②ロールプレイ，２学期は③モノ

ローグスピーチのように，計画的にスピーキ

ング活動を進めるやり方もあるが，私の場合，

授業の進度や生徒の状況に応じて，①から⑤

の活動を適宜織り交ぜて行うようにしている。

以前は帯活動を授業の合間に入れていたが，

これだと時間によっては帯活動を省いてしま

うことが多かったので，最近では帯活動を授

業の最初に入れるようにしている。こうする

ことで，確実に毎時間スピーキング活動を取

り入れることがきるだけでなく，生徒にもリ

ズムが生まれ，授業に取り組む姿勢が改善さ

れたように思う。前時の復習にもなり，今で

はなくてはならない活動となっている。 

また，どのような形式の活動であれ，４技

能を統合的に指導したいものである。そこで，

私の授業では，自分が話したことを最後にワ

ークシートに書かせて，相互にチェックをし

たり評価したりするようにしている。もちろ

ん１回の授業だけでは終わらないので，数回

に分けることになるが，ワークシートをうま

く活用することで，授業間の連続性を確保す

ることは可能である。 

 

Ⅴ おわりに 

外国語教授法として，これまで多くの指導

法が提唱されてきたが，最近では，教科書を

題材として英語を用いて授業を行う中で，４

技能の向上を図ろうとする指導が中心となっ

ている。こうすることで，スピーキングだけ

を取り出して指導するより，各学校の現状に

則した指導をしやすくなるだけでなく，４技

能を組み合わせることで，個々の技能を練習

する機会が増え，結果として各技能のレベル

アップにつながる。 

また，インタラクションを伴うスピーキン

グの中では，相手からのフィードバックが言

語に対する気づきにつながり，言語学習が促

進される可能性が高い。 

今後は，スピーキング活動をさらに充実さ

せ，４技能の統合的な指導について研究し，

実践を積み重ねていきたい。 
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